
「例」と「※」は暗記不要、読むだけ。

暗記メニュー No.1 ︓省略された that を⾒つける⽅法

①「〜だと」と⼀緒に使える動詞の後ろ。

例︓think 思う know 知っている say 言う

② that の後ろは完全文。 ※ he is kind はＳＶＣの完全文

例︓I think he is kind. → I think that he is kind.「彼は親切だと私は思う。」

暗記メニュー No.2 ︓省略された whom/which を⾒つける⽅法

先⾏詞 Ｓ Ｖ
↓ ↓ ↓

① 名詞＋名詞＋Ｏ欠け他動詞 を⾒つける ※ haveは他動詞 → No.4の③

例︓The bag I have is heavy.

② 先⾏詞が⼈なら whom、物なら which を補う。

例︓The bag which I have is heavy.「私が持っているバッグは重い。」

③ Ｏ欠けの所に先⾏詞を⼊れると完全⽂が作れる。

例︓The bag I have ＿ → I have the bag「私はバッグを持っている。」

暗記メニュー No.3 ︓⽂型の意味とメンバー

文型の名前 （要素） （意味） （メンバー）

第１文型 Ｓ＋Ｖ ＳはＶする be, run, go, come… ほか多数

第２文型 Ｓ＋Ｖ＋Ｃ ＳはＣにＶする 3 be, become, look 固定メンバー

第３文型 Ｓ＋Ｖ＋Ｏ ＳはＯをＶする do, have, love, use… ほか多数

第４文型 Ｓ＋Ｖ＋Ｑ＋Ｏ ＳはＱにＯをＶする 4 give, tell, teach, ask 固定メンバー

第５文型 Ｓ＋Ｖ＋Ｏ＋Ｃ ＳはＯをＣにＶする 2 make, keep 固定メンバー

※ Ｃは補語ほご Ｑは間接目的語（ふつうは「Ｏ１」とか「ＩＯ」と記される）

暗記メニュー No.4 ︓その動詞が、⾃動詞か他動詞かを知る⽅法

① 固定メンバーにあるか → ある＝その文型で決まり

→ ない＝第１か第３

② 「〜を」をつけて⾔えるか → 言えない＝第１

→ 言える＝第３

③ 第１・第２のメンバーなら自動詞、第３・第４・第５のメンバーなら他動詞。

例︓wash 洗う

① 固定メンバーにない ②「〜を洗う」と⾔えるから第３ ③ だから他動詞

暗記メニュー No.5 ︓節と句の種類とはたらき（節と句ＰＤＦの 201）

１．名詞節・句 6 【はたらき】文の中でＳか、Ｏか、Ｃになる。前置詞＋でＭになる 注１。

ａ．that ｓｖ （ｓｖ）すること ︓完全なｓｖ ※ 名詞節の接続詞

ｂ．what ｓv （ｓｖ）すること・物︓ｓかｏが⽋ける ※ 関係代名詞

ｃ．疑問詞 ｓv （疑 ｓｖ）するか ︓完全・不完全 注２ ※ 間接疑問

ｄ．whether ｓｖ 注３ （ｓｖ）するかどうか︓完全なｓｖ ※ YesNo の間接疑問

ｅ．to ｖ （ｖする）こと ︓完全なｖ ※ 不定詞名詞⽤法

ｆ．〜ing （ｖする）こと ︓完全なｖ ※ 動名詞

２．副詞節・句 6 【はたらき】文の中でＭになる。消せる。移動できる。

ａ．because ｓｖ 注４ （ｓｖする）ので ︓完全なｓｖ ※ 副詞節の接続詞

ｂ．when ｓｖ 注４ （ｓｖする）とき ︓完全なｓｖ ※ 副詞節の接続詞

ｃ．if ｓｖ （ｓｖする）なら ︓完全なｓｖ ※ 副詞節の接続詞

ｄ．though ｓｖ 注４ （ｓｖする）が ︓完全なｓｖ ※ 副詞節の接続詞

ｅ．to ｖ （ｖする）ために 注５︓完全なｖ ※ 不定詞副詞用法

ｆ．〜ing （ｖする）ので 注６ ︓完全なｖ ※ 分詞構文

３．形容詞節・句 8【はたらき】前の名詞にくっついて大きな名詞をつくる。

ａ．人＋who ｓv （ｖする）人 ︓ｓが⽋ける ※ 関係代名詞

ｂ．人＋whom ｓｖ （ｓｖする）人 ︓ｏが⽋ける 注７ ※ 関係代名詞

ｃ．物＋which ｓv （ｓｖする）物 ︓ｓかｏが⽋ける ※ 関係代名詞

ｄ．場所＋where ｓｖ （ｓｖする）場所 ︓完全な⽂ ※ 関係副詞

ｅ．時間＋wheｎ ｓｖ （ｓｖする）時間 ︓完全な⽂ ※ 関係副詞

ｇ．名＋to ｖ （ｖする)ための名 注８︓名がｖのｏになる ※ 不定詞形容詞用法

ｈ．名＋〜ing 注９ （ｖする）名 ︓名がｖのｓになる ※ 現在分詞

ｉ．名＋〜ed 注９ （ｖられる）名 ︓名がｖのｓになる ※ 過去分詞

（注１）前＋that ｓｖ（ａ）も 前＋to ｖ（ｅ）も ×。それ以外は ○（例︓by 〜ing）。

（注２）who(m） what how many＋名 は不完全、where when why how は完全。→ 63

（注３）whether ｓｖ or not「ｓｖするかしないか」。whether＝if。

（注４）because＝as＝since。when＝as。though [ゾウ]＝although [オｰルゾウ] 。

（注５）他に、「（ｖする）なら」、「（ｖし）て驚く・喜ぶ...」。

（注６）他に、「（ｖする）なら」「（ｖし）ながら」「（ｖする）とき」「（ｖする）が」。

（注７）人＋前＋whom ｓｖ＝人＋whom ｓｖ＋前 は完全ｓｖ。which も同じ。→ 122-6

（注８）他に、「（ｖする）べき名」「（ｖする）という名」。

（注９）１語の分詞は前へ。water falling here「ここで落ちる⽔」。falling water「落ちる⽔」。



暗記メニュー No.6 ︓対等部分の下線の引き⽅

① and の直後を⾒て⽂法情報を獲得。

② 前に遡って、⽂法情報と⼀致する部分を⾒つける。

③ 先頭から and の直前まで下線。文法情報確定。

④ and の後ろで③の情報と一致する部分に下線。

⑤ 本体＋Ａと、本体＋Ｂが成り⽴つことを確認。

注意︕ 先頭の副詞Ｍは無視してもいい。

暗記メニュー No.7 ︓終わりのカッコ ）の入れ方

① 文末（ . か ? ）からスタート。

② 前に遡って最初に出会う（ から引き返す。

③ 文法的、意味的にまとまる所に ）。

④ 両端が閉じられた（ ）は固定。 ※（ ）が固定されると別のカッコはもう入れない

暗記メニュー No.8 ︓数字の⼊れ⽅

① 文の先頭からスタート。

② （ を通過したら＋１、）を通過したら－１。

③ 計算した数字をカッコの頭に記入。

※ 参考１︓全体の⼿順

１．省略された that や which を補う《接続詞 関係詞》。

２．始まりのカッコ「（ 」を入れる。

３．終わりのカッコ「 ）」を入れる。

４．カッコに数字を記入する。

５．カッコを品詞「名・形・副」で分類する。

６．and, but 前後の対等な部分に下線。《等位接続詞》

７．逆転する所に点「・」を入れる《前置詞 助動詞》。

８．主文を要素に分ける。

※ 参考２︓教材となる英⽂

People thinking English is too difficult for Japanese don’t know there is the way to

make it easy by using simple rules they have never learned but can understand

soon if they ask themselves what a language is.

※ 参考３︓節と句の応⽤

202_ 複数の使い方がある接続詞と関係詞。※ (番号) は 201 の範囲で、（1c）なら（201-1c）。

１．what ｓｖ ２ 名詞節 「ｓｖすること」（1b） 間接疑問 「何をｓｖするか」（1c）

２．who ｖ ２ 間接疑問「誰がｖするか」（1c） 関係代名詞「ｖする人」（3a）

３．when ｓｖ ３ 間接疑問「いつｓｖするか」（1c） 副詞節 「ｓｖするとき」（2c）

関係副詞「ｓｖする時間」（3e）

４．if ｓｖ ２ 名詞節 「ｓｖするか」（注 3） 副詞節 「もしｓｖするなら」（2c）

203_ that で代用できる節。５ ※ thatで代⽤できる句はない。

１．名詞節

ａ．that ｓｖ （ｓｖ）すること ︓完全なｓｖ ※ 名詞節の接続詞

ｃ．疑問詞 ｓv 注１ （疑 ｓｖ）するか ︓完全・不完全 ※ 間接疑問

２．副詞節の代用はできない。注２

３．形容詞節

ａ．人＋who ｓv （ｖする）人 ︓ｓが⽋ける ※ 関係代名詞

ｂ．人＋whom ｓｖ （ｓｖする）人 ︓ｏが⽋ける ※ 関係代名詞

ｃ．物＋which ｓv 注３ （ｓｖする）物 ︓ｓかｏが⽋ける ※ 関係代名詞

ｄ．場所＋where ｓｖ （ｓｖする）場所 ︓完全な⽂ ※ 関係副詞 注４

ｅ．時間＋when ｓｖ （ｓｖする）時間 ︓完全な⽂ ※ 関係副詞

（注１）間接疑問の前に that が付くことはない。 「彼が誰であるか」× that who he is

（注２）副詞節の前に that が付くことはない。 「私が眠るとき」× that when I sleep

（注３）物＋前＋which ｓｖ の代用はできないが、物＋that ｓｖ＋前 は可能。→ 126-3

（注４）他の関係副詞 理由＋why ｓｖ、方法＋how ｓｖ も that の代⽤と省略が可能。

204_ 特別な that 節。７

１．It＋Ｖ＋that ｓｖ 「ｓｖすることはＶする」 ※ 名詞節（仮主語）

２．It is＋要素＋that ｓｖ 「ｓｖするのは要素だ」 ※ 名詞節（強調構文）

３．It seems that ｓｖ 「ｓｖするようだ」 ※ 名詞節（It動詞 that 構文）

４．so＋形副＋that ｓｖ 「ｓｖするほど形副」 ※ 副詞節

５．so that ｓ＋助＋ｖ 「ｓｖするために」 ※ 副詞節（助may, can, will）

６．感情のＶ＋that ｓｖ 「ｓｖして驚く・うれしい...」 ※ 副詞節

７．名＋that＋完全ｓｖ 「ｓｖするという名」 ※ 形容詞節（同格の that）

205_ 省略できる接続詞と関係詞。６

１．Ｏになる名詞節 that 私は彼が悪いと思う。 I think [that] he is wrong.

２．Ｍ節接続詞＋分詞構文 食べる時私は幸せだ。 I’m happy when [I’m] eating.

３．ｏ欠けの関係代名詞 私が持つバッグは重い。 The bag [which] I have is heavy.

４．関係副詞 それは私が眠った部屋だ。It is the room [where] I slept.

５．It seems [that] ｓｖ 彼は病気らしい。 It seems [that] he is ill.

６．so＋形副＋[that] ｓｖ 眠れないほど私は忙しい。I’m so busy [that] I can’t sleep.
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